



















































Татаринов в своей транскрипции отметил назализацию гласных вставкой букв  












































































































































































































































− 66 − − 67 −
ペトロワの『レキシコン』研究について（前）（江口）
13	 原注13　ベセルヴスキ（Н.И.Веселовский）の「ロシアにおける東洋語の公式教材の詳細について」『サン
クト・ペテルブルク、オリエンタリズムの第三国際会議の議事録』、1876年、サンクト・ペテルブルク、1879～
1880年、161～162ページ。
議事録に示されているようにアンドレイ・タタリノフであり、『レキシコン』の編集者であり、
アンドレ・タタリノフはサンバチであり、明らかに「にほんのひとさのすけのむすこさんばち
こざります」は「日本人イワン・タタリノフの息子サンバチ」の意味である。したがって、アン
ドレイ・タタリノフとサンバチは同じ人物で、半分日本人であり、アンドレイというロシア正
教の名前を持ち、さらに日本名サンバチ「三八」である、という結論がイニシャル「ＡＴ」の意味
である。
日本人が洗礼を受ける場合の伝統によると、ロシアの船員や実業家の名前を受け取った。イ
ルクーツク日本語学校の校長は旧航海士のタタリノフという者であったが13、残念なことに彼
のイニシャルが分からない。ミハイル・タタリノフ	は大尉（陸軍ランク、後の船長に相当）で
あった。両者の関係を探したがわからなかった。しかし、なんらかの親戚関係であった。だか
ら、それがイルクーツク知事Ф.	Н.クリチコが科学アカデミーへＭ.タタリノフ「千島列島の記
述」と	Ａ.タタリノフの『レキシコン』を一緒に送った理由である。どうやらタタリノフは洗礼名
で、アンドレイ・タタリノフは同じ洗礼家族として愛されたのである。しかし、イワン・イワ
ノビッチ・タタリノフは１７６５年に亡くなり、その後１７年間経過してのち、この『レキシ
コン』が科学アカデミーに送られた。
『レキシコン』はおそらく日本語を勉強する、イルクーツク学校の学生のためのガイドとして
編纂されている。子供の頃から父から日本語を聞いていた学生アンドレイ・タタリノフにほと
んどすべてが委託された。『レキシコン』は、イルクーツクでは出版する技術がなかったので、
書物として出版するためにイルクーツクの知事からサンクト・ペテルブルグの科学アカデミー
に送付された。東洋のテキストを木版印刷する方法に慣れていなかったからである。しかし、
科学アカデミーにとっても明らかに、日本のひらがなの文字の印刷はできなかった。そのため
に会議で『レキシコン』を古文書保管所に保存することに決めた。
（「ペトロワの『レキシコン』研究について（後）」へつづく）
− 68 −
i	 1736年成立『日本語会話入門』を指す。
ii	 『露日単語集』『日本語会話入門』を指すのではないか。村山七郎1965『漂流民の言語』吉川弘文館を参照。
iii	 『友好会話手本集』を指す。『友好会話手本集』については、江口泰生2002『十八世紀薩隅方言における音節・
音配列構造と語形式の研究』（文部省科学研究費報告書）参照。
iv	 『世界図絵』を指す。江口泰生・駒走昭二1997『図解感覚世界』（鹿児島県立図書館）や江口泰生2009『古辞書・
ロシア資料による日本語形態音韻の研究』（文部省科学研究費報告書）の総索引などを参照。
v	 『簡約日本文法』を指す。村山七郎1969「簡略文法について」（『文学研究』66）参照。
vi	 村山七郎編・『新スラヴ日本語辞典』参照。
vii	 バルトリド『歐洲殊に露西亞に於ける東洋研究史』1937年翻訳（初版）、後に外務省調査部訳1939、生活社刊。
viii	 N．アダミ『遠い隣人』平凡社選書1993に詳細が記述されている。
ix	 『北海道史稿』やN．アダミ前掲書では「厚岸」付近。
付記
本稿は平成21年～平成24年度文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（C）「ロシア資料の文献方言史学的研究」
（課題番号22520468）の支援を受けたものである。青森県下北郡佐井村の渡邊隆一氏、長福寺ご住職ご夫妻に
記してお礼申し上げる。
（えぐちやすお　岡山大学社会文化科学研究科教授）
